
 

 

 

 

 

利用期間 

原則２年間内での利用です。（移行支援）   

３年間内での利用です。（定着支援） 
 

利用料 

９割の方は無料で利用されています。 

※世帯収入に応じて負担上限額が変更されます。 
 

工賃 

支給（作業収入から必要経費を差し引いた額を訓練参加

時間数に応じて支給） 

※工場での職場実習にて月４～５万円程度 

※収入を得ながら訓練や就職活動が行なえます。 

 

※工場での職場実習にて月４～５万円程度 

浅野社会復帰センターは 

『就労移行支援事業』『就労定着支援事業』 

をおこなっています。 
 

１．生活リズム、基礎体力作りをします。 

２．求職活動・職業に関する知識の習得をします。 

３．企業での体験実習をします。 

４．求職活動のお手伝いをします。 

５．職場に慣れるためのお手伝いをします。 

６．働き続けるためのお手伝いをします。 

● 一般企業などへの就職を希望する発達障がい、精神に

障がいのある方が、就労に必要な知識や能力の向上の

ために訓練をおこなうところです。 

 

● 専門の職員が状況や希望をお聞きして、事業所内や企

業における作業・実習の実施、適性に合った職場探しや

就労後の職場定着のための支援をおこないます。 

 

※「精神保健福祉士」、「社会福祉士」、「第一号職場適応援

助者」の資格を持った職員が配置されています。 

 北九州市立浅野社会復帰センター営主体の紹介 
 

  社会福祉法人 北九州精神保健福祉事業協会 

 

基 本 理 念 

障がいがあっても一人の人間として尊厳をもって住み

慣れた地域で自立した生活ができるように、障がい者本  

人とその家族・地域の方々と協働して支援し続けます。 

また、地域の社会資源の一員として市民の方々の福祉

の向上に努めます。 
 
●ジョブサポートセンター八幡 
（就労移行・定着支援事業、自立訓練事業） 
●地域活動支援センター「ひこうき雲」 
●グループホーム白川町（グループホーム） 
（共同生活援助事業） 
●相談支援事業所「あさの」 
●精神障害者小規模作業所巡回指導事業 

 
『浅野社会復帰センター』 
〒８０２－０００１ 
北九州市小倉北区浅野二丁目 16 番 38 号 

 
電話：０９３－５３１－３８２３ 

ＦＡＸ：０９３－５１３－２５７１ 
営業日：月曜日～金曜日（８：３０～１７：１５） 
利用時間：９：００～１６：００ 
※祝日は休みです。 

※行事などにより土曜日に開館することがあります。 

 

JR：小倉駅北口（新幹線口）より徒歩約 10分 

バス：市営バス「小倉駅新幹線口」「小倉駅バスセンター」  

    西鉄バス「砂津」 「小倉駅バスセンター」より徒歩 10分 

「働きたい」を応援します！ 

「就職」を目指している 

   「発達障がい」、「うつ」、「統合失調症」などの 

   障がいのある方へ 

   

「北九州市立浅野社会復帰センター」は障害者総合支援法に

基づき、北九州市の指定を受け設置されています。 

北九州市立浅野社会復帰センター  

社会福祉法人 北九州精神保健福祉事業協会 



 

事業種別：障害者総合支援法による 

「就労移行支援事業」、「就労定着支援事業」 

  「就労継続支援 B型事業」 

事業開始：平成１２年４月１日 

 

事業所番号：４０１７８００５３５ ・ ４０１７８０１４６７ 

 

対象：発達障がい・精神障がいをお持ちの方 

 

内容：一般就労を望む障がいをお持ちの方への就労支援 

 

対象年齢：１８歳以上６５歳未満 

 

利用定員：２０名 

 

 

浅野社会復帰センター利用までの流れ 
 

まずは電話にて問い合わせ 
↓ 

浅野社会復帰センターを見学 
↓ 

体験利用（1週間～2週間） 
↓ 

お住まいの区役所、役場にて申請 
↓ 

認定調査員がご自宅に訪問 
↓ 

正式利用 

利用開始から就職までの流れ（利用期間２年以内） 

浅野社会復帰センター 一日の流れ（例） 

 訓練内容 

９：００～９：１５ 朝のミーティング 

９：１５～１０：３０ 作業（軽作業、屋外作業、PC訓練） 

１０：４５～１２：００ 作業（軽作業、屋外作業、PC訓練） 

１２：００～１３：００ 昼食・昼休み 

１３：００～１４：２０ 就労講座（グループワーク） 

１４：２０～１４：３０ 清掃・帰りのミーティング 

 

１．基礎訓練 
 
浅野社会復帰センター内での『軽作業』,『PC 訓練』を

中心に行います。通所することによって『生活リズム』

や『基礎体力』を身につけるとともに、『あいさつ』や

『協調性』、『連絡』や『報告』など働くことに必要な

基礎的な能力を身につけていきます。 

作業の他に『履歴書の書き方』や『面接の受け方』、

『障害を開示して働いたときと非開示で働いたときのメ

リット・デメリット』など働くための知識を学ぶ勉強会

もおこなっています。 

企業実習を目指して訓練を行う大切な期間になります。 

ちょっと 

ドキドキ 

大丈夫かな？ 

大丈夫！少しずつ

体を慣らしていきま

しょう！ 

３．求職活動・雇用前実習 
 
企業実習で適職、適性、適した職場環境、希望する

職種に必要な能力を知ることにより仕事に対応できる

ようになればハローワークなど関係機関と連携して求

職活動をおこないます。 

また、企業見学や雇用前の実習をおこなうことによ

り就職したいと考えている会社の業務内容や雰囲気を

体験した後に就職をするか検討します。 

 

 
この会社で実習を

してみて自分に 

合っていると思い、

働きたいと 

思いました。 

実習を意欲的にして

いたし、仕事も 

しっかりできて 

いたので採用したい

と思います。 

４．就職・職場定着（ここからがスタート） 
 
就職が決まったあとも関係機関と連携して個別面談

や職場環境の調整などを行なうことによって働き続け

るための支援をおこないます。 

就職した後にこそ不安なことや困っていることが増

えてきます。『就職はゴールではなくてスタート』一

人で抱え込むことなく気軽に相談ができます。 

 

 

 

 

 

 
 

※『就労定着支援事業』もおこなっています。 

ちょっと悩みが 

あって相談したいん

ですけど・・・ 

どうぞ！いつでも相談

してください。 

必要なら会社を訪問し

ましょうか？ 

２．企業実習 
 
企業の中で実際に働くこと（実習）によって、

『仕事のスピード』、『正確性』、『持続性』を高

めていきます。また、『得意なことや苦手なこ

と』、『配慮があればできること』などを確かめて

いきます。企業実習は自分にとっての『適職』、

『適性』、『希望する職種で必要な能力』、『適し

た職場環境』などを知ることにより今後の求職活動

の方針を決めること、就職後に長く働き続けるため

の知識やコツを知る大変重要な期間になります。 

 
どんな仕事が向いて 

いるか、つかめてきた 

みたいですね。その調子

でいきましょう。 

すこし自信が 

ついてきたかな。 


